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エンサイクロペディア - Michael 
K¿hnen 

  

1 ȉNOBILITY 

  

   ᴭ な秩序や文化（伝統を参照）はすべて、遺伝という生命の法則と、階層的

な、したがって究極的には「貴族的」な生命の基本原理に基づいている。王政の支配

ȁそして一般的には生物学的に最良の者の支配、つまり貴族がこれに相当する! 

   しかし、ヨーロッパの退廃は、伝統的な秩序の基盤をすべて破壊し、今日のマイナ

ス世界を作り出した。そこではもはや、真の血と人と人種の貴族の支配による種の保

と発展ではなく、生命にとって有害なマイナス選択が優勢である。 

   ヨーロッパの古い貴族、ひいてはアーリ

ア人（アーリア人参照）全体の貴族も、

ῃᵣとして崩壊し、退廃に屈した。特に

ドイツでは、第二次世界大戦中の大逆と

の比率の高さによって証明され

た。したがって、優勢なマイナス世界に

かんがみると、国家社会主義は、古いも

のの廃墟の上に建設することはできず、

しい基礎を築かなければならない。国

ᴪᾴ̂ ᴪҺ ドイツ労働者党

を参照）の闘争は、新しい戦闘的で、人

と民族を意識したエリートを生み出
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し、総統原理によって、まず党で、そして革命後には国家で、その支配を確保する。

Ԉの時代と国家社会主義人民国家の建設における意識的で絶え間ないエリート形成

は、こうして、新秩序における新しい真の貴族の条件を作り出すのである。 

 

2 - ペンション 

  

   ᴪҺ は、労働という倫理的基盤に基づいており（「倫理と労働者主義」参

̃ȁそれゆえ、一般に言われていることを実現しているのである。Ἓかざる者、食

うべからず!したがって、国家社会主義者の将来の人民国家（「国家」を参照）は、権

≠と義務の平等を基礎として、正義を創造する。 

   しかし、正義には、人民の同志の生涯の仕事に対応する老齢年金も含まれる。だか

らこそ、国家社会主義ドイツ労働者党の党綱領は、第15で老齢年金の手厚い拡充を

しているのである。このようにして、党は、成人期を通じて誠実かつ確実に労働

の義務を果たした人々の生涯の業績に対する並々ならぬ尊敬を表明する。彼らは、資

Һ のように、生産性のない食い扶持として社会の片隅に追いやられるのではな

く、国家社会主義人民国家では、彼らのライフワークに対する共同体の敬意によって

づけられる老後を楽しみ、経済的な心配なしに手配することができるのである。

ׂ の年金制度は末期的で不公平である。完全に再編成しなければならない。  

   Ὲ で手厚い老齢年金は、自分の生活実績のある人民同志が、老齢年金の額も決め

るという原則から出発しなければならない。- その人が自分の場所で、自分の能力に応

じて、よりよく働いていればいるほど、その収入は高くなる。この収入は、労働生活

から引退した後、さらに年金として満額支給されることになっていますそれ以外のこ

とは不当である。なぜなら、収入の減少は、老化という生物学的な運命に対する罰と

しか理解できず、あらゆる正義感を愚弄するものだからである。 

   の独身女性には、標準的な年金として手厚い国民年金が導入され、その額は女

が生涯に産み育てた子供の数に応じて増加する。また、老後も夫と同居しているた

め国民年金は受給できないが、母親としての生涯の功績が認められた女性には、この

ᾪ Ḡ が支払われる（「母性」の項も参照）。  

   は国家予算から直接支払われる。そのため、国家社会主義者であるドイツ連邦

῍ が、年金の支給額と安全性を保証している。必要な資金は、年金税によって調

される。- Ḡ のための賃金からの通常の控除は廃止された。新しい年金制度

は、特に今日の少子化の後遺症が続く限り、ドイツ国民にかなりの負担を強いること

になる。しかし、これらの負担は、国家共同体の名誉ある義務であり、それに応じて

ᶱされるであろう。 
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3 - アメリカーナイズム 

  

   アメリカニズムは、ブルジョア- Һ の生活態度の最も極端な現れであり（ブル

ジョアジーと物質主義を参照）、したがって、今日の退廃の主要な力である。しか

し、これは、古く成長した民族の自然な衰退の過程ではなく、成長した民族の破壊を

とし、唯物論的世界文明において、世界的に、容易に操縦でき、操作できる均一

な人間を作り出すために、目的を持って、制御された発展をしているのである。 

   アメリカニズムと計画された世界文明の権力者は、アメリカであり、そのモデルに

Ṧって、世界文明を形成しようとする。アメリカニズムは、自由資本主義の精神的武

であり、その主要国であるアメリカの文化的植民地主義を可能にし、米帝の温床を

する。アメリカニズムは、究極的には、すべての人々を、より高い利益を持た

ず、人々、人種、文化、伝統への愛着を持たない、鈍い大量消費者に変えようとして

いる。したがって、それは、国際主義のいくつかの表れの一つであり、それは、世界

によってのみ達成できる「一つの世界」の思想に結実しているのである。 
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   もともとは、操作された大量消費者の世界を夢見るアメリカの資本家の利益動機か

ら生まれたものだが、このアメリカ特有の物質主義の発現は、世界支配を目指すシオ

ニズムの最終目標の道具として、ますます発展していくことになった。  

の国際主義の発現が主として強制的な手段を用いるのに対して、アメリカ主義ז   

は、所有欲、エゴイズム、ねたみなどの最も卑しい本能に訴えることによって、人々

の意志を腐敗させ、その同意と承諾を求めるのである。- させる。アメリカニズム

は、人民の自由だけでなく、人民の魂と意志をまず第一に破壊するので、人民の最も

な敵である。政治的領域におけるそれに相当するのは、西洋型の民主主義であ

り、そこでは、それが最も効果的に、邪魔されることなく発展し、破壊の仕事を展開

し完成させることができるのである。アメリカニズムによって猛スピードで加速され

た退廃は、それゆえ、運命的なものではなく、人為的に生み出されたものである。し

たがって、ここでは、生き残ろうとする人民の自然な意志が働き、ヴェルキッシュの

によってアメリカニズムと戦うのである。 
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   ドイツの文化革命の担い手は、新戦線であり、その政治的戦術の本質的な部分をな

すのは、アメリカニズムとの闘いである。ドイツ連邦共和国では、1945/56のJdFץ

ȁアメリカニズムは、アメリカ国外において最も遠くまで進み、最も破壊的な影響

を及ぼしているので、このアメリカニズムに対する文化革命は、ドイツ国民が生き残

るためには、ここでも最も重要かつ緊急のものである! 

 

4 - アンチセミティズム 

  

   セム族（近東民族ともいう）は、北アフリカと近アジアを主な居住地域とし、三大

̂ ֲȁ ֲȁ ֲ ̃の緩衝材として、また仲介者としてこの地域に進出し

てきた特異な混血人種である。セム族は肉体的、精神的に安定した人種的特徴を持

ち、他の人種とは逆に種族的に無関係であると考えられている。  

   セム系民族のタイプは、結果として、民族固有の世界観、生活態度、宗教性にも対

する。これらが、たとえばセム系アラブ人のイスラム教のように、同種族の保存と

に役立つ限り、異なる種類の人々にとって何の問題も生じない。 

しかし、ヨーロッパの文化史の過程で、セム系ユダヤ教から発した精神的影響は、ま

すます強くなり、悲惨なものと言わざるを得ない。これらにはとりわけ教条主義、狂

ḤҺ ȁ ȁṎֲҺ が含まれ、これらはすべてアーリア人の精神と魂（アー

リア人参照）とは異質のものであり、その退廃を促すものである。これらの影響は、

キリスト教、マルクス主義、自由資本主義、精神分析などの精神的あるいは政治的潮

の中に具体化され、最終的には、精神的内容を完全に排除して、唯物論に帰結する

のである。 

   ユダヤ主義の知的防衛闘争は、こうした影響や潮流に対して行われる。ドイツで

は、国家社会主義ドイツ労働者党の党綱領の第24 にその政治的表現があり、そこ

では、「我々の内外のユダヤ人物質主義精神」との闘いが、民族共同体の回復のため

の必要条件として説明されている。このように、反ユダヤ主義は、世界観としても生

き方としても、国家社会主義に不可欠な要素である。  

   しかし、セム族の思考と感情のこれらの影響と流れは、異民族の出会いの偶然の結

であるばかりでなく、世界支配を目指すユダヤ教の政治的武器でもあるのだ。現

ȁユダヤ教のこの政治的努力の担い手は、世界ユダヤ人の組織的勢力としてのシオ

ニズムであり、したがってユダヤ人の民族運動としてのシオニズムである。 

   これに対して、国家社会主義党は、政治的防衛闘争を組織する。この闘争におい

て、イスラム世界とセム系アラブは、さらなる脅威ではなく、望ましい同盟相手であ

るので、知的防衛闘争には反ユダヤ主義、政治的防衛闘争には反シオニズムという用

を用い、「反ユダヤ主義」という歴史用語を背景に退けさせておくことが望ましい

のである。 
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   この闘いにおける国家社会主義の目的は、ユダヤ人問題の最終的解決によって、ユ

ダヤ人から発せられる精神的・政治的危険を除去することである。これは、通常の残

ᴭとは異なり、ユダヤ人の絶滅や迫害を意味するものではなく、単にアーリア人

の、彼ら自身の思考、感情、生活様式に応じた自由を可能にし回復することにある

のである。 
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の体験談 

アングラ 

 のドイツでף1970
  

ゲルハルト・ラウク著 
    

╠ から続く 
  

   ѿ に酔っ払ってからでないと、誰も信用しない仲間もいる。   

   。の仲間は、酒を飲みすぎるやつは信用しないז   

   ∆ のころは、同志との初対面でこのことを考慮しなければならない。   

   でこれは不要になります。 

   とにかく、おいしいドイツのビールとワインをたくさん楽しんでいますよ。 
  
    

ԓ  

 の同志の体験談ז
  

   ῑ は、民族主義者として知られる同志を取り調べる。  彼らは、NSDAP/AOの

ポスターが軍の兵舎の壁に貼られたことを告げます。  彼は、誰が貼ったのかわから

ないと正直に答えました。  次の週、彼は同じ場所にNSDAP/AOの鉤十字のステッ

カーを貼る。  知らない同志は、基地にもう一人国家社会主義者がいることを知るこ

とになる。 

   たちが、貼っていない卍のステッカーを見ることはよくあることだ。  彼らは

知っている。私たちは一人じゃないんだ！」と。 
  

   ドイツ連邦軍の一般職員の一人が、机の上にカール・デーニッツ提督の写真を持っ

ている。問題ない！ 
  

   ᴪҺ が共産主義者と結婚する。  1933ȁ は彼女を牢屋から出す。  

1945ȁ は彼を牢屋から出す。  現実的な取り決めだ！   
  

   ᴪҺ が工業用の高い煙突のてっぺんに巨大な鉤十字の旗を立てている。  

降りるときに、彼はいくつかのステップリングを取り外す。  翌朝、この旗は街中に

見える。  消防署がこれを撤去するのに数時間かかった。 
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   はアウトバーン横の草むらを指差す。  「何年か前に、同志がそこの草むら

に50メートルの鉤十字を燃やしたんだ。  何キロも先まで見えたよ」。 
  

  ある同志がヒトラーの誕生日会（F¿hrersgeburtstagfeier̃に参加したと言っています。  

村人全員がそこにいた。  村長も含めてね。      
  

   ある同志が、民族主義政党の演説塾に誘われる。   しかし、彼は "国家民主主義者 

"と言うことはできない。  彼は、"国家社会主義者 "としか言えない。 
  

   もう一人の同志は、民族主義政党の公のスポークスマンになった。  彼はいつも

コートの襟の内側に鉤十字のピンをつけている。  テレビのインタビュー中、襟の向

きを変えた。   鉤十字が見える。   テレビで。 
  

   ドイツ連邦議会のある議員が、飲み過ぎてしまった。  彼は通りを歩いている。  

国家社会主義者の歌を歌いながら。  そして逮捕される。 
  

   ある同志がニュルンベルクのスタジアムでNSDAP/AOの鉤十字のステッカーを貼っ

ている。  彼は3ֲ の警官が近づいてくるのを見た。  逃げるには遅すぎる。  彼は背

中を壁につけて立っている。  ステッカーを隠そうとする。  警察は彼に身を引くよ

うに言います。  彼はそうする。  そして、すぐに逮捕されることを期待する。    

   3ֲ の警官は注意深く立っている。  かかとを鳴らして  ヒトラーの敬礼をする。   

振り向く。  そして立ち去る。  
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の下で楽しむ 
  

ᴪҺ の活動には、明るい場面もあるのですゲルハルト・ラウクの小冊子

「Fun Under the SwastikaȊからの抜粋を紹介します。 
   

6. 
  

   ドイツ最北の州はシュレスヴィヒ・ホルシュタイン州。住民は民族主義、国家社

会主義に傾倒していることで知られる。そこには多くのヴァイキングが住み着いた。

そして、イングランドに侵入したザクセン人・ドイツ人の多くは、そこからやってき

た。 

   タフな品種なんです。 

   ֲのウーヴェが共産主義者と乱闘していた。赤が彼の頭を瓶で殴った（後ろか

ら）。  ウヴェはゆっくりと振り向いた。彼は頭を振って、ガラスの破片が彼の短い

髪から飛び散るようにした。そして、赤をつかむと、一撃で気絶させた。 

   その細かい作業を終えて、彼は他の赤の仲間との戦いを再開した。 

   い人を抑えることはできない。 
  

  
7. 

  

   のボブと私は、FBIが美しい女性捜査官を送り込み、私たちを誘惑して情報を得

ようとしないことを長い間嘆いていた。私たちは喜んで協力しただろう（少なくとも

前半は）。 

   ある日、ついにその願いが叶う...はずだった。 

   ⱬ な若いブロンドの女性FBI がドアまでやってきました。残念ながら、私

は留守でした 

わりに、私のガールフレンドがドアに出た。偶然にも、彼女はカーキ色のブラウף   

スにエポレットをつけ、カーキ色のショートパンツをはいていた。まるでNSの女性補

助服のような格好だ。鉤十字の腕章がないだけだ。 

   その日以来、私はFBIが、地元のナチス運動の真の黒幕は私ではなく彼女であるとい
う証拠を掴んだと主張した。 

   それに...メスの方が凶暴なのは誰でも知ってることだ。  
  

  
8. 

  

   ᾴ の当番が電話に出た。相手のクロは、明らかに番号を間違えてかけたらし

い。上司から電話がかかってきたと思ったらしく、「また遅刻してしまった」と謝っ

ていた......。 
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   が言い終わると、当直が言った。「職場に来てはいけない。お前はクビだ！」。

そして、電話を叩き切った。 
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